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短
三
重
県
員
弁
郡
に
お
け
る
大
安
寺
墾
田
に
つ
い
て

田

中

日欠

治

三
重
県
北
部
げ
凡
な
け
る
条
里
制
実
施
以
後
の
土
地
の
占
有
と
開
発
を
一
示
す
資

料
の
ひ
と
つ
陀
大
和
国
大
安
寺
の
伽
藍
縁
起
流
記
資
財
帳
(
天
平
十
九
年
)
の

ζ

と
に
は
二
十
八
箇
所
、
二
、

O
四
二
町
歩
余
に
達
す
る
大
安

記
事
が
あ
る
。

寺
の
水
田
及
び
墾
田
予
定
地
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
伊
勢
国
は
全
体
の
六
三

d
w
K
達
す
る
千
三
百
六
町
歩
を
占
め

そ
の
内
別
は
、
天
平
五
年
(
七
三
一
一
一
)
に
権
利
を
得
た
員
弁
郡
宿
野

て
い
る
。

原
・
三
重
郡
宮
原
・
奄
芸
郡
城
上
原
・
飯
野
郡
中
村
野
な
ど
併
ぜ
て
六
六
二
町

歩
が
あ
る
σ

一奥
K
天
平
十
六
年
(
七
四
回
)
に
は
新
た
な
る
墾
函
用
地
を
申
請

し
て
、
員
弁
郡
志
理
斯
野
・
阿
万
野
・
三
重
郡
赤
松
原
・
河
内
原
・
妥
女
郷
・

日
野
・
鈴
鹿
郡
大
野
・
河
曲
郡
牛
屋
窪
・
奄
芸
郡
長
浜
な
ど
六
四
四
町
の
認
可

を
得
て
い
る
。

と
れ
ら
の
墾
田
の
現
在
地
は
、
明
治
三
十
三
年
(
一
九

O
O
)
陀
吉
田
東
伍

(ム

博
士
が
大
日
本
地
名
辞
書
の
中
で
な
な
む
ね
比
定
さ
れ
て
凶
る
が
、
阿
万
野

-
大
野
な
ど
K
つ
い
て
は
不
詳
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
と
の
う
ち
、
員

弁
郡
伊
比
属
す
る
三
つ
の
墾
田
用
地
陀
つ
い
て
、
そ
の
四
至
を
確
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。
、

伊
勢
国
員
弁
郡
関
万
野
の
所
在

吉
田
博
士
が
不
詳
と
さ
れ
た
阿
万
野
は
、
資
財
帳
陀
は
次
の
ご
と
〈
記
さ
れ

て
い
る
。
「
合
今
請
墾
団
地
玖
倍
玖
拾
薄
町
。
伊
勢
国
六
百
四
十
四
町
。

中
略

l
同
郡
阿
万
野
百
町
。

四
至
。
東
百
姓
墾
田
御
井
。
南
武
賀
相
円
。
西
高
山
。
北

ー
右
依
前
律
師
道
慈
法
師
。
寺
主
僧
教
義
等
敬
(& 

白
。
乎
城
宮
御
今
天
皇
天
平
十
六
年
歳
次
甲
申
納
賜
者
。
ー
後
略

i

」

と
の
野
に
相
当
す
る
地
域
に
は
可
制
球
酌
」
と
か
「
ぽ
恥
」
と
呼
ぶ
地
名
が

阿
胡
登
山
道
。

中

略

「
阿
万
野
」
ま
た
は
、
と
れ
げ
比
類
す
る
発
立
自
の
地
名
は
ま
っ

あ

う

だ

の

た
く
存
在
し
な
い
。
強
い
て
言
え
ば
「
麻
生
田
野
一
が
幾
分
近
い
一
言
葉
の
ひ
び

残
っ
て
凶
る
が
、

き
を
も
つ
が
、
員
弁
川
の
左
埠
K
あ
っ
て
距
離
的
げ
ん
も
、

四
至

K
一
不
さ
れ
た
地

形
と
も
合
致
す
る
と
と
が
左
く
、
別
の
地
名
と
み
左
さ
れ
る
。

地
形
的
に
は
、
員
弁
川
右
岸
の
支
流
で
あ
る
字
賀
川
(
後
述
武
賀
川
)
と
源
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太
川
(
後
述
坂
河
)
に
狭
ま
れ
る
地
域
(
図
1
参
照
)
で
二
万
五
千
分
の
一
土

地
条
件
図
(
桑
名
図
幅
)
な
よ
び
調
査
報
告
書
(
3
)
K
よ
れ
ば
上
位
段
丘
(
小
島

面
)
と
な
る
が
、

一
部
は
下
位
段
丘
(
梅
戸
面
)
・
低
位
段
丘
(
高
柳
面
)
に

及
ん
で
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

四
至
陀
示
さ
れ
た
と
の
野
の
東
端
の
「
御
井
」
は
旧
三
塁
村
(
現
大
安
町
)

図.員弁川右岸の概念図



の
大
字
三
井
の
集
落
を
指
し
て
い
る
。

と
の
集
落
は
高
柳
一
回
に
立
地
す
る
が
、

徴
地
形
と
し
て
は
三
段
の
河
成
段
丘
が
あ
り
、

日
ず
れ
の
段
丘
崖
が
野
の
末
端

K
相
当
す
る
が
定
か
で
な
い
。

一
番
低
い
段
丘
面
は
標
高
五
十
米
前
後
で
、
門
員

弁
川
の
沖
積
面
か
ら
こ
・
三
米
の
比
高
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

と
と
に
一
二
井

の
集
落
が
あ
る
ほ
か
、
そ
の
一
南
端
陀
小
さ
左
谷
を
へ
だ
て
て
下
松
崎
遺
跡
互
が

立
地
す
る
。
第
二
の
段
丘
面
は
、

三
般
鉄
道
の
通
過
す
る
標
高
六
十
米
前
後
の

高
柳
面
で
、
第
一
段
丘
と
の
比
高
差
は
数
米
で
あ
る
。
現
在
は
市
街
地
化
が
進

み
つ
つ
あ
る
が
、
か
つ
て
は
水
田
率
の
比
較
的
高
い
地
域
で
、

と
と
が
百
姓
墾

田
と
記
さ
れ
た
部
分
で
あ
ろ
う
か
。

も
っ
と
も
高
い
段
丘
は
大
安
中
学
の
敷
地

を
東
端
と
す
る
標
高
八
十
米
前
後
の
上
位
段
丘
面
で
あ
る
。
第
二
段
丘
と
の
比

高
差
は
二
十
米
前
後
陀
達
し
、
第
二
次
大
戦
前
は
大
部
分
が
赤
松
林
ま
た
は
雑

木
林
で
あ
っ
た
。
戦
後
と
の
地
域
の
開
拓
が
進
ん
だ
結
果
、
段
丘
と
の
到
司
令
と

と
ろ
に
縄
文
遺
跡
や
古
墳
群
等
が
発
見
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。

南
の
境
界
は
「
武
賀
河
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
字
賀
川
で
あ
る
と

と
は
想
像
だ
難
〈
左
い
。
た
だ
し
、
大
安
中
学
の
立
地
す
る
台
地
設
丘
の
一
高
側

つ
ま
り
小
原
部
落
と
そ
の
耕
地
が
拡
が
る
標
高
六
十
五

1
七
十
米
の
小
さ
を
段

丘
の
み
を
「
阿
刀
野
」
と
名
付
け
た
の
で
は
左
い
か
と
疑
念
が
残
る
パ

西
の
境
界
は
「
高
山
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
鈴
鹿
連
峰
。
竜
ケ
岳
(
標
高
一
、

。
九
六
・
六
メ
ー
ト
ル
)
を
指
す
と
思
わ
れ
石
c
そ
の
山
麓
線
ま
で
東
西
の
距
離
は
約

五
粁
あ
る
の
は
、
縄
延
び
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

北
の
境
界
の
「
阿
胡
登
山
道
」
は
、

珂
胡
」
の
登
山
道
で
あ
る
か

胡
登
」
の
山
道
で
あ
る
か
定
め
難
い
。
同
資
財
帳
児
は
、
他
に
三
重
郡
赤
杯
一
家

の
項
げ
人
「
甲
社
山
道
」
、
同
郡
河
内
原
の
一
現
代
「
鎌
山
登
道
」
の
用
例
が
る
る
c

h
g

そ
ら
く
「
阿
胡
登
」
も
し
く
は
「
向
胡
登
山
」
で
る
ろ
う
が
、
現
在
の
池
名

に
は
と
れ
げ
比
類
す
る
も
の
が
な
い
。

と
の
道
が
地
形
圏
中
に
み
ら
れ
る
両
ケ
池

の
一
谷
を
透
っ
て
い
る
か
、
源
太
川
の
谷
を
通
っ
て
い
る
か
、

あ
る
い
は
そ
の
い

ず
れ
で
も
念
い
他
の
場
所
を
通
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て

と
の
墾
田
の
位
置
と

実
面
積
は
か
左
り
変
化
す
る
。

し
た
が
っ
て
次
の
宿
野
原
・
志
理
斯
野
と
併
せ

て
検
討
す
る
こ
と
犯
し
よ
う
υ

伊
勢
国
員
弁
郡
宿
野
原
の
所
在

吉
田
博
士
が
「
比
野
は
五
百
町
と
称
す
れ
ば
、
広
大
想
う
べ
し
。
石
袴
の
山

野
ま
で
篭
絡
し
た
る
な
ら
ん
」
工
と
記
さ
れ
た
宿
野
原
は
資
財
帳
陀
は
次
の
如

く
記
さ
れ
て
い
る
。

「
合
墾
沼
地
玖
栢
参
拾
弐
町

i
伊
勢
園
建
拾
弐
町
。
員
弁
郡
宿

中

略

野
原
伍
百
町
c

開
田
品
川
町
。
未
開
田
代
田
百
七
十
町
。

南
坂

四
至
。
東
鳴
社
。

河
。
西
山
c

右
飛
鳥
浄
御
原
宮
御
宇
天
皇
c

歳
次

北
丹
生
川
。

中

略

発
西
(
天
平
五
年
)
納
賜
者

後
略

し一

一
宿
野
L

の
文
字
ま
た
は
「
シ
ュ
ク
ノ
」

「
ス
ク
ノ
一
の
音
を
も
っ
地
名

南
方
約
十
粁
(
近
鉄
湯
之
山
線
蕊
野
駅
の
東

方
)
の
三
重
郡
菰
野
町
地
内
は
宿
野
工
の
集
落
が
所
在
す
る
が
、
四
至
の
記
述

は
員
弁
郡
内
に
は
存
在
し
左
い
。

か
ら
言
え
ば
員
弁
郡
『
一
円
た
あ
っ
た
と
み
る
e

へ
き
で
あ
ろ
う
。

と
の
野
の
東
端
を
鳴
社
と
し
た
場
合
、
現
在
の
鴨
神
社
の
位
置
は
国
道
三
百

ム
ハ
号
殺
の
西
側
に
あ
っ
て
、

中
位
段
丘
面
の
ほ
と
ん
ど
西
の
端
に
近
い
。

「
問

よ
り
西
児
五
百
町
歩
の
墾
田
予
定
地
を
考
え
る
場
合
犯
は
、
鈴
鹿
山
脈
の
山
腹

斜
面
を
も
包
含
し
た
も
の
と
解
し
左
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
る
い
は
鳴
社
の
位

置
を
現
在
地
よ
り
か
左
り
東
方
(
例
え
ば
片
樋
の
大
神
社
附
近

)
K
求
め
る
と

と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

Q
v
 
qu 

と

れ



南
境
の
坂
河
も
現
在
そ
の
名
を
と
ど
め
て
い
乏
い
。
と
れ
を
員
弁
川
の
支
流

源
太
川
の
上
流
部
で
あ
る
と
考
え
た
場
合
、
鳴
社
の
位
置
と
考
え
あ
わ
せ
て
、

こ
の
野
の
面
積
は
い
ち
じ
る
し
く
狭
〈
在
る
o

西
端
の
山
は
鈴
鹿
山
脈
の
竜
ケ

岳
を
意
味
す
る
か
、
丹
生
川
上
部
落
の
西
陀
そ
び
え
る
正
法
寺
山
(
標
高
一
六

七
・
九
メ
ー
ト
ル
)
を
指
す
か
は
詳
ら
か
で
左
い
o
前
者
の
場
合
、
同
資
財
緩
の
阿
刀

野
の
頃
に
「
西
高
山
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
¥
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
出
地
と
そ

う
で
左
い
場
合
と
の
問
に
用
例
の
差
が
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
し
ι
た
が
っ
て
、

宿
野
原
の
西
端
は
正
法
寺
山
と
考
え
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
左
ぃ
。

左
レ
ザ
、
後

述
す
る
士
心
理
斯
野
の
項
に
「
東
山
」
と
か
「
酉
関
本
」
の
甲
府
間
が
あ
り
、
山
L
」

同
と
の
使
い
わ
け
に
も
意
を
留
め
た
い
。

い
ず
れ
に
ぜ
よ
、
未
開
田
代
田
百
七

十
町
歩
の
か
左
り
左
部
分
が
鈴
鹿
山
脈

κ
か
か
っ
て
い
る
と
は
首
肯
し
が
た
い

の
で
、
こ
の
面
か
ら
も
四
至

K
若
干
の
疑
義
が
生
じ
る
。

北
端
は
丹
生
川
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
と
れ
も
河
川
名
か
集
落
名
「
る
る
い

は
地
名
)
か
意
見
の
分
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
河
川
名
か
固
有
名
詞
で
圭
一
聞
か
れ

て
い
る
の
は
、
宿
野
原
の
坂
河
・
阿
刀
野
の
武
賀
川
・
宮
原
の
一
峰
河
・
妥
女
郷

の
三
重
河
・
大
野
の
石
間
河
の
五
例
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
河
の
字
が
用
U

ら
れ

て
い
る
。
他
に
四
至
K
河
川
の
記
事
が
あ
る
の
は
十
一
例
み
ら
れ
る
が
、

沼
'"ー，チー

は
一
定
し
て
い
左
い
。

一
応
河
川
と
考
え
た
場
合
、
同
一
日
間
一
川
名
は
員
弁
郡

三
重
郡
共
陀
存
在
せ
ず
、
員
弁
川
の
支
流
「
青
川
」
を
指
す
と
患
わ
れ
る
が
、

名
称
・
意
味
共
に
か
左
り
異
っ
て
い
る
。
も
し
、
集
落
名
で
あ
る
v

と
す
れ
ば
、

と
の
野
の
所
在
は
旧
丹
生
川
村
よ
り
は
、

そ
の
南
に
あ
る
旧
石
持
村
と
考
え
左

く
て
は
左
ら
左
い
し
、

ぞ
れ
に
と
も
左
っ
て
「
坂
河
」
の
位
置
も
源
太
川
で
左

く
、
他
の
流
路
を
と
れ

κ比
定
し
な
け
れ
ば
之
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ζ

の一場ム口、

宿
野
原
が
先

K
権
利
を
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
問
題
な
い
が
、
前
出
の
阿
力
野

は
宿
野
河
の
南
側
に
ぐ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
境
界
が
か
な
り
接
近
す
る
こ
と
に

な
る
。
一、

伊
勢
国
員
弁
郡
志
理
斯
野
の
所
在

吉
田
博
士
が
出
自
瀬
村
(
現
在
藤
原
町
)
に
援
ぜ
ら
れ
た
と
の
墾
田
は
、
天

乎
十
六
年
の
河
刀
野
の
項
L'
一
共
に
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

一寸

員
弁
郡
志
理
斯
野
百
町
。

四
至
。
東
山
井
河
。

南
百
姓
宅
。

前
略

西
岡
本
}

北
川
井
山
。

現
在
も
と
の
地
た
白
瀬
野
の
地
名
が
あ
旬
、
東
西
三
百
問
、
南
北
百
五
十
問
、

面
積
十
五
町
歩
げ
に
過
ぎ
を
い
が
、
往
時
は
更
に
広
域
を
指
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
志
礼
石
世
間
と
か
志
礼
石
郷
左
ど
の
字
が
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
の
で
と

の
地
で
あ
ろ
う
と
と
は
間
違
い
左
く
、

そ
の
境
域
の
み
が
問
題
と
な
ろ
う
。

士
心
理
斯
野
の
四
至
に
は
固
有
名
詞
の
全
〈
左
い
点
が
他
の
二
箇
所
の
墾
田
の

場
合
、
と
異
っ
て
凶
る
。

し
た
が
っ
て
地
理
的
だ
開
発
可
詑
性
の
有
無
が
重
要
な

意
味
を
も
っ
て
く
る
。
殊
花
、
大
字
山
口
の
集
落
か
ら
藤
原
中
学
に
至
る
上
位

段
丘
面
(
標
高
一
六

0
1
二
二

O
米
)
か
、
十
八
{
子
本
郷
か
ら
志
礼
石
新
田
に
至

る
下
位
段
一
丘
一
回
(
標
高
一

一
O
I
一
四

O
米
)
の
い
ず
れ
が
と
の
墾
田
予
定
地

と
左
っ
た
か
、

あ
る
い
は
両
面
陀
わ
た
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

東
の
境
界
は
河
と
記
さ
れ
て
凶
て
、
員
弁
川
本
流
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
が
、

山
が
そ
の
部
分
を
指
す
か
明
ら
か
で
な
い
山
C

高
中
ョ
ウ
十
日
性
宅
は
公
団
の
北
辺
だ
あ

っ
た
集
落
と
考
え
ら
れ
る
。
員
弁
川
北
部
の
条
皇
型
地
割
の
復
元
研
究
は
未
だ

充
分
で
左
い
が
、
倉
田
康
夫
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
王
北
勢
町
治
田
ま
で
し
か
確

認
さ
れ
て
い
左
い
c

下
野
尻
の
集
落
あ
た
り
か
ー
と
考
え
る
と
と
も
想
像
の
域
陀

止
ま
る
も
の
で

し
た
が
っ
て
南
の
境
界
も
求
め
難
い
。

A
U
 
na 



西
の
岡
本
は
鈴
鹿
山
脈
の
山
麓
線
と
み
る
か

上
位
段
丘
の
傾
斜
変
換
線
ー
と

み
る
か
意
見
が
A
M

れ
よ
う
む
宿
野
原
を
正
法
寺
山
ま
で
と
理
解
し
た
例
に
左
ら

え
ば
、
後
者
と
左
る
。

と
の
場
合
、
山
と
岡
本
と
の
使
い
わ
け
は
、
土
心
理
斯
野

の
場
合
、
上
位
段
丘
が
下
位
段
丘
か
ら
み
れ
ば
潤
と
区
別
で
き
る
景
観
を
有
し

て
い
る
と
と
か
ら
う
よ
な
ず
け
よ
う
。

北
の
境
界
の
川
は
、
員
企
1
5

川
本
流
を
指
す
と
E
b

わ
れ
る
が
、
山
が
い
ず
と
を

指
す
か
不
明
で
あ
る
点
も
東
境
と
同
様
で
あ
る
む
た
だ
、
岳
噴
で
田
川
本
を
丘
竣

の
傾
斜
変
換
線
と
理
解
し
た
乙
と
か
ら
、
山
と
は
独
立
峯

l

小
さ
い
閉
曲
線

を
持
つ
地
形

i
と
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
も
知
れ
左
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、

体
的
な
地
点
を
指
摘
す
る
の
は
今
後
の
課
題
で
あ
あ
。

四

考

屋支
.=; 

前
述
の
各
章
で
は
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
媛
の
記
述
と
は
順
序
を
変

え
て
、
員
弁
川
の
下
流
部
か
ら
上
流
部
へ
と
各
墾
沼
地
の
所
在
を
主
だ
地
名
し
し

地
形
の
面
か
ら
推
論

L
て
み
た
が
、
結
論
の
部
分
を
後
章
に
ゆ
だ
ね
て
き
売
c

と
と
で
改
め
て
、
各
墾
困
地
の
位
置
を
復
元
す
る
と
共
に
、
員
弁
郡
吃
な
け

る
と
の
時
代
の
土
地
の
占
有
と
開
発
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
場
所
に
左
さ
れ
た

か
を
考
察
し
て
み
ょ
う
と
考
え
て
い
る
。

縄
文
時
代
、
員
弁
川
流
域
の
上
口
居
と
土
地
開
発
は
、

現
在
人
口
精
密
で
あ
る

桑
名
市
や
桑
名
郡
左
ど
下
流
部
主
り
も
、
中
流
部
右
山
一
序
の
口
呉
弁
郡
大
安
町
L
一化

勢
町
旧
治
田
村
地
区
を
中
心
ザ
一
か
念
、
り
念
集
落
が
畏
関
し
て
い
た
。
弥
生
時
代

に
入
る
と
下
流
部
化
も
い
く
つ
か
の
大
集
落
が
形
成
さ
れ
六
他
、
員
弁
郡
肉
で

も
左
山
芹
陀
集
落
の
進
出
を
み
る
よ
う
児
を
り
、
十
口
墳
時
代
と
移
行
し
て
行
く
ο

員
弁
川
流
域
の
古
墳
分
布
は
、
縄
文
遺
跡
の
円
寸
布
B

ど
対
照
的
て
大
規
模
墳
・
群

集
賓
と
も
に
左
患
に
集
中
し
、
右
向
洋
げ
ん
は
よ
γ
規
治
一
て
そ
も
の
一

わ
り
で
る
る
c

古

墳
の
絶
対
数
も
出
桑
名
郡
戸
桑
名
市
を
含
む
)
全
依
で
一
一
明
日
後
と
い
う
僅
か

き
げ
ん
対
し
、
員
弁
郡
は
全
体
で
四
百
余
基
犯
逮
ず
る
。

L
U
L
L
P
r
ち
拘
わ
ら
ず
現

在
の
藤
原
町
全
域
と
旧
七
和
村
(
現
桑
名
市
)
・
旧
十
社
計
二
現
北
勢
町
)
・

出
丹
生
川
村
(
現
大
安
町
)
さ
ら
に
象
徴
的
左
の
ば
、

久
市
毛
豆
地
割
の
遺
存
す

る
回
治
田
村
と
旧
久
米
村
(
現
桑
名
市
)
げ
ん
は
古
墳
ら
し
き
一
生
の
が
ほ
と
ん
ど

晃
当
ら
左
い
と
と
で
あ
る
。

大
化
改
新
後
、
公
地
公
民
制
を
推
進
し
た
中
央
政
府
は
六
七
五
年
と
七

O
六

i主

年
の
ニ
度
陀
わ
た
っ
て
、

王
臣
や
貴
族
・
圭
一
家
族
の
山
野
独
占
を
禁
止
し
た
陀
も

拘
ら
ず
、

七
二
二
年
(
養
老
六
年

)
K
は
懇
一
回
百
万
町
歩
心
開
墾
を
企
て
る
に

至
っ
て
と
の
方
針
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
左
か
っ
た
c

か
く
し
て
、

大
安
寺
は
耕
地
化
可
能
山
野
の
先
占
原
弓
が
ペ
詑
だ
左
り
、
口
貝

弁
都
内
だ
け
で
も
三
箇
所
七
百
町
歩
の
墾
白
地
を
占
有
?
ふ
の
児
成
功
し
た
。

そ
の
場
所
は
い
ず
れ
も
員
弁
川
の
右
岸
に
あ
っ
て
、
宿
区
L

尽
・
土
心
理
斯
野
の
二

箇
所
は
い
ず
れ
も
古
墳
の
全
く
な
い
地
或
陀
あ
?
た
と
三
わ
れ
る
。

と
の
ζ

と

か
ら
残
る
向
刀
野
の
位
置
を
類
推
す
れ
ば
、
員
弁
川
右
去
で
は
珍
ら
し
ぐ
古
墳

の
集
中
す
る
字
賀
川
左
岸
の
傾
斜
変
換
線
近
く
陀
と
O
懇
一
田
地
を
求
め
る
よ
り

は
、
大
安
町
役
場
か
ら
石
油
時
下
陀
か
け
て
の
地
域
!
源
太
川
の
右
岸
?

考
え
る
と
と
も
で
き
よ
う
。

間
刀
野
が
字
削
良
川
左
挙
で
あ
る
か
源
太
川
右
岸
で
あ
る
か
、

い
ず
れ
げ
比
せ
よ

土
地
条
件
図
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
と
乏
水
品
川
の
上
位
段
丘
一
回
で
あ
り
、
当
時
の

技
術
で
は
水
田
化
は
困
難
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
地
域
で
あ
る
c

と
こ
で
卓
考
え

ら
れ
る
の
は
、

中
央
政
府
の
墾
田
拡
大
計
商
J
一
同
年

κ諸
国

K
そ
ば
・
章
一
広
の
栽

穏
を
奨
励
し
た
事
実
で
あ
る
G

従
来
の
水
巴
化
攻
策
一
本
槍
で
は
呂
標
規
模
の

31 
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百
万
町
歩
達
成
は
な
ぼ
つ
か
左
〈
、
畑
作
農
業
の
展
開
に
よ
っ
て
そ
れ
を
補
う

と
し
た
と
も
理
解
さ
れ
よ
う
。
阿
万
野
・
志
理
斯
野
に
つ
い
て
は
開
田
率
は
不

明
で
あ
る
が
宿
野
原
の
場
合
は
五
百
町
歩
中
僅
か
三
十
町
歩
し
か
開
国
さ
れ
て

い
な
い
と
と
は
、
水
田
化
が
困
難
な
地
域
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
が
、
開
拓
の
困
難
な
土
の
堅
い
土
壌
の
地
域
が
墾
田
地
と
念
る

K
は
、
古
墳

時
代
を
経
て
金
属
製
農
具
の
普
及
が
進
ん
だ
結
果
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
の
よ
う

K
畑
地
開
発
を
も
含
め
て
墾
田
地
の
設
定
が
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、

前
代
ま
で
の
未
利
用
地
・
空
間
地
を
選
ん
で
阿
万
野
・
志
理
斯
野
の
二
つ
の
墾

田
地
の
位
置
は
、
四
至
の
記
載
に
整
合
性
さ
え
あ
れ
ば
い
ず
れ
の
場
所
で
あ
っ

て
も
よ
い
程
度
の
広
き
で
あ
る
。
前
二
者
陀
比
べ
て
、
宿
野
原
の
場
合
は
総
面

積
五
百
町
歩
と
か
な
り
大
規
模
で
あ
る
。
す
で
に
開
国
さ
れ
た
三
十
町
歩

K
は

少
く
と
も
三
百
人
の
農
民
家
族
が
居
住
す
る
集
落
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
か
り
げ
比

単
数
で
あ
る
と
す
れ
ば
当
時
と
し
て
は
相
当
念
大
集
落
が
と
の
墾
団
地
の
内
外

の
い
ず
と
か
に
立
地
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
丹
生
川
を
河
川
名
か
集
落
名
の

い
ず
れ
と
考
え
る
場
合
で
も
、
現
在
の
鴨
神
社
を
東
境
と
す
る
に
は
余
り
陀
も

偏
在
し
て
い
る
と
と
か
ら
、
市
社
地
の
推
定
に
ま
た
ね
ば
な
る
ま
い
。

主注

吉
田
東
伍
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
富
山
房
一
九
内

δ
、
七
八
六
J
七
九
七
貞

故
小
川
重
太
郎
氏
は
、
と
と
が
旧
三
里
村
か
ら
旧
石
樽
村
八
い
ず
れ
も
現

在
大
安
町

V
で
あ
る
と
と
を
強
〈
主
張
さ
れ
、
昭
和
コ
二
、
三
四
年
の
町

z. 

村
合
併
時
犯
と
の
由
緒
を
も
っ
て
新
町
名
と
す
る
と
と
を
推
進
さ
れ
た
。

~ 

建
設
省
国
土
地
理
院
『
土
地
条
件
調
査
報
告
書
伊
勢
湾
西
部
地
域
』
建
設

省

一
九
六
九
、
二

O
頁。

A-

倉
田
康
夫
『
土
死
生
き
る
古
代
の
農
民
』
評
論
社

一
九
七
三
。

「
歴
史
地
理
学
会
会
報
投
稿
規
定
」

一
、
投
稿
者
は
本
学
会
会
員
を
原
則
と
し
、
本
学
会
事
務
局
(
奥
付
参
照
)
会

報
編
集
委
員
会
宛
送
付
の
と
と
。

二
、
原
稿
は
論
説
、
研
究
ノ

l
卜
・
短
報
、
書
評
、
資
料
解
説
、
文
献
紹
介
、

会
務
報
告
な
ど
と
し
、
当
分
の
間
は
論
説
、
研
究
ノ

l
ト
・
短
報
及
び
書
評
、

文
献
紹
介

K
限
る
。

三
、
原
稿
枚
数
は
会
報
専
用
原
稿
用
紙
で
、
論
説
が
二

O
枚
以
内
、
研
究
ノ

l

ト
・
短
報
、
書
評
は
一

O
枚
以
内
(
何
れ
も
図
表
・
写
真
・
欧
文
要
旨
を
含

む
)
、
文
献
紹
介
は
二
枚
以
内
と
す
る
が
、
特
別
の
場
合
は
事
前
に
会
報
編

集
委
員
会
主
連
絡
の
と
と
。

四
、
会
報
専
用
原
稿
用
紙
は
学
会
事
務
局
陀
必
要
枚
数
の
実
費
(
当
分
の
間

枚
に
つ
き
四
円
)
と
送
料
(
一
四

O
円
)
を
添
え
て
請
求
の
と
と
。

- 32ー

五
、
原
稿
書
式
は
別
げ
ん
定
め
る
「
会
報
執
筆
要
領
」
に
よ
る
。

六
、
論
説
陀
は
欧
文
要
旨
を
付
す
も
の
と
す
る
。

七
、
図
版
は
版
下
と
し
て
そ
の
ま
ま
使
え
る
も
の
と
す
る
。

八
、
投
稿
さ
れ
た
原
稿
の
採
択
及
び
校
正
は
会
報
編
集
委
員
会
陀
一
任
の
と
と
。

九
、
抜
刷
(
論
説
に
限
る
)
を
希
望
す
る
方
は
原
稿
用
紙
陀
そ
の
旨
を
朱
記
す

る
と
と
。
当
分
の
間
五

O
部
を
単
位
と
し
、
費
用
(
刷
上
り
一
頁
四

O
O円

程
度
)
は
執
筆
者
負
担
と
す
る
。

八

第
八
七
号

正

正
誤

V

誤

表
紙
目
次

(
書
評
〕

山
村
順
酔

山
村
願
持




